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私は約30年間、一人暮らしをしてきました。
「一人暮らしで良かったことは何ですか？」と聞かれたら、私は迷わず「誰かに時間を合わせなくていいことです」と答えます。
食事の時間や寝る時間、休日の過ごし方まで、すべて自分のペースで決められます。今日はゆっくり過ごしたいと思えばそうできますし、夜更かしをしたくなっても誰にも気を遣う必要がありません。この自由さは、一人暮らしの最大の魅力だと思っています。
特に私はスポーツ観戦が趣味なので、この自由は本当にありがたいと感じています。私が好きなヨーロッパのサッカーやF1は、時差の関係で試合やレースの開始が深夜2時前後になることも珍しくありません。今は見逃し配信で後から視聴することもできます。しかし、私にとってスポーツは「生もの」です。その瞬間に何が起こるか分からない緊張感や興奮は、ライブ中継だからこそ味わえるものだと思っています。結果を知ってしまった試合は、どうしても「鮮度」が落ちてしまいます。今の情報社会では、結果を知らずに過ごすこと自体、かなり難しいのです。だからこそ、生中継でしか味わえない興奮があるのだと思っています。一人暮らしなら、深夜でも早朝でも周りを気にせずリアルタイムで観戦できるので、これは大きなメリットだと感じています。
一方で、一人暮らしの大変さを痛感した出来事もありました。以前、肺炎になったことがあります。最初は「少し体調が悪いだけだろう」と思っていたのですが、症状はどんどん悪化し、最後にはほとんど動けなくなってしまいました。一人暮らしだったため、病院へ行くタイミングも自分で判断するしかなく、受診が遅れてしまいました。結果的にはかなり危険な状態で、通常なら1週間ほどで退院できるそうですが、私は2週間入院することになりました。今振り返っても本当に怖い経験です。もし近くに誰かがいてくれたなら、もっと早く病院へ行けて、ここまで悪化することはなかったと思います。
このように、一人暮らしには自由という大きな魅力がある一方で、体調を崩したときには心細さを感じる場面もあります。それでも私にとっては、自分のペースで生活できる快適さの方が勝っています。これからも、自分らしく一人暮らしを続けていきたいと思っています。

